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議事 10 周年特別助成について 

 

１、10 周年特別助成の目的（概要） 

 くまもと・わくわく基金設置から 10 周年を迎え、次の 2 点を目的とし、10 周年特別助

成を設置する。 

①市民公益活動の更なる活性化、推進 

②熊本市民の社会貢献活動への関心を高め、活動への参加や、寄附を促進する 

 

２、前回決定事項 

 

 助成予算は例年の 200 万円から増額し、300 万円とする。 

特別助成を実施する。なお、特別助成は学生・こども枠を中心に検討する。 

 

 

３、事務局案 

 

事務局案として、特別助成は以下の（１）（２）を併用し実施することを提案する。 

 

（１）ステップアップ助成の補助率を 2/3 から 10/10 に令和 4 年度（2022 年度）に限り変更。 

 ※助成限度額は 25 万円（変更なし） 

 

  上記目的①のうち、主に既存の登録団体に向け、今後の活動を支援するメッセージを込

めて、補助率を特例として変更するもの。 

団体の自主性・自立性の観点から、当基金も含め、ほとんどの助成金において、事業に

対し満額の補助を行うことはないが、10 周年記念事業として行うことで、活動が停滞

している団体や、新たな事業に取り組もうとする団体、設立後、ステップアップに悩ん

でいる団体などを呼び込むことが見込めるため。 

 

（２）（仮称）学生・こども枠特別助成を設置。対象者は以下の通りとする。 

   ①小・中学生が主体的に行うボランティア活動を支援（補佐・補助）する事業を行う 

個人または団体 

   ②ボランティア活動を行う高校生・大学生のサークル・ボランティア団体 等 

  なお、②の高校生・大学生については、市外でのボランティア活動もその対象とする。 

 

 上記目的①及び②について、「小中学生」「高校生・大学生」といった若い世代、及びその

家族等に当基金の取組みを知ってもらい、地域活動への参加の意欲を高めることを目的と
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する。高校生・大学生については、災害後の支援活動等、市外を含むボランティア活動を経

験することで、個人の今後の地域活動への意欲につながると期待できることから、間接的に

熊本市民へ還元されるものとして、市外での活動も対象に含むこととする。 

 

（１）（２）をまとめた特別助成の具体案は以下の通り。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※特別枠の実施時期について 

 学生は卒業、進級等も考慮し、令和 4 年 4 月以降に募集を行い、主に夏休み期間（７～

９月）の事業を対象とし、その後、イベントとしてあいぽーとフェスティバルでの投票、表

彰式等を年度内に実施予定。 
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【今後のスケジュール案】 

通常枠と（仮称）学生・こども枠のスケジュールについては、時期をずらす。 

①通常枠について 

  補助率の変更について、委員会で承認を受けた場合、9 月中に「補助率の特例に関する

要綱」（仮）を制定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②（仮称）学生・こども枠について 

  （仮称）学生・こども枠については、第 3 回委員会で最終決定。 

 その後、要綱作成、令和 3 年度中に要綱を制定し、令和 4 年 4 月以降の助成広報を予 

定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【10 周年事業 寄附促進の取組み・イベントについて】 

寄附促進の取組み・イベントについては、令和 3 年度第 1 回委員会において、イベント事

業の充実に対する意見を多く頂いた。そこで、１０周年特別助成と連携した事業として、既

存の報告会の充実や、あいぽーとフェスティバルの活用、特別枠の取組みについて、表彰式

の開催等を検討していく。 

8月26日
第2回
委員会
助成率
承認

9月
補助率
に関す
る要綱
制定

9月中旬
助成に関
する資料

公表

10月末
説明会
(2回）

11月中旬
～12月中旬
令和4年度

助成申請期間

2月
プレゼン

令和4年
4月1日

交付決定

4月～
令和5年
3月末

事業実施

令和5年
4月～

事業報告
精査

8月頃
事業報
告会

令和 4 年度 令和３年度 

令和 4 年度 令和５年度 

※要綱制定後、周知を図る。4 月以降、申請説明会等も検討 

11 月 
第 3 回委員会 

（仮称）学生・ 
こども枠本決定 

4 月 
（仮称）学生・ 

こども枠特別助成 
詳細公表 

8 月 26 日 
第 2 回委員会 

（仮称）学生・ 
こども枠検討 

5～6 月 
募集及び審査 

7 月 1 日 

交付決定 

11 月～2 月 
要綱制定 

12 月 
表彰式 

 

10 月～ 
事業報告精査 

 

7 月～9 月末 
事業実施 

 

11 月 
あいぽーと 

フェスティバル 
で投票 

令和３年度 
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参考資料：前回委員会で頂いた意見 

 ※案は前回提示したもの。 

１、特別助成について 

 

案１ 令和4年度の助成予算額を300万円とし、助成金額を50 万円まで拡大した特別枠を設ける。 

（ステップアップ助成額について現在の上限 25 万円から 50 万円へ拡大。補助率を１０／10 に変更） 

 

 

【頂いた意見】 

 ・50 万円に増額とあるが、助成件数と、助成団体の事業費とのバランスは適切か？ 

 ・金額を増やすより、採択件数を増やす方がよいのでは。 

  ・少額の助成で、申請・報告等の書類手続きを簡単にして、より多くの団体に交付するとい

う考えもある。 

 

 

案２ 令和 4 年度の助成予算額を 300 万円とし、助成内容を限定した特別枠を設ける。 

   （200 万円は通常通りにステップアップ助成とスタートアップ助成で分配し、100 万円を特別枠と

する。助成金額の上限５０万円、補助率１０／１０とする） 

※助成内容の限定とは 

  （例１）市役所内でテーマを募集するなどして、そのテーマに近い取り組みを募集する 

          ・「地域猫問題」「コロナ禍での自宅学習支援」 等 

（例２）「わくわくアップ助成」として、「夢をかなえる事業」「みんなを笑顔にする事業」等というテ

ーマで事業を募集する。 

（例３）「学生枠」として、高校生や大学生が主体となっている団体、小・中学生を多く含む（活動

者が小・中学生を中心）団体などに限定した募集を行う。 

 

【頂いた意見】 

・この案の中では、学生特別枠がいいと思う 

  ・学生特別枠以外の案は、もともとのステップアップ事業との区別がわかりにくく、助

成申請が見込めないリスクがあるのでは？また、特定の活動では狙った団体が来る

のか、現在の助成採択事業を見ると、むずかしいところがある。 

  ・特に、小中学生のボランティアは、補助金の交付から除外されるケースが多いので今

回助成の対象とするのはいいと思う。 

  ・高校・大学生の助成申請は、高レベルなものになるのでは、小中学生の団体への助   

   成との区別がいるのでは。 

  ・子どもたちを多く含む団体とは、きちんと定義をする必要がある。 

令和３年度（2021 年度） 
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子どもたちのアイデアをもとに大人が計画の補助という形になるのが理想。こども 

を対象とした事業は現在もあり、その事業との区別について、整理が必要 

  ・大人がさせる、というのではなく、子どもの探求心を生かしたものがいい。そういっ

たものができると、より意味がある。 

  ・小中学生の活動にはフォローアップが必要 

  ・企画→実行の支援ができると面白い（並走型） 

  ・資金支援もだが、団体の活動を顕彰するのも必要では 

  ・今回１回限り助成をして、それだけでいいのか。今後の活動に繋げる視点がいるので

はないか。 

  ・案１との併用は可能か 

 

２、寄附促進の取組み・イベントについて（来年度実施） 

 

案１ 事業報告会にプラスし、オンラインを活用したイベントの開催。 

その周知を令和元年度～現在（約 3 年）の寄附者に送付する。 

案２ 記念冊子の刊行。（寄附者からのメッセージ、助成を受けた団体の特集 等） 

案３ パネル展示を作成し、各区役所（５か所）を巡回。 

（基金の概要、寄附金付自販機設置者の声、冠寄附者の声、近年の助成事業の紹介 等） 

 

【頂いた意見】 

 ・市政だよりに１０周年事業の特集など組まれるなら、そこに掲載してもらうのはどうか 

 ・区民課のまちあいモニターの活用はどうか。 

 ・冊子、パネルは余力がある場合のみでよいのでは。見るのは関心が高い人だと思うのでそれ

よりも、イベントに力を入れてほしい。 

・オンラインで行う場合、過去の２．３団体に「助成を受けて、どう発展したか」を話しても

らうなどはどうか。全団体だと負担も多いし、時間もかかるので・・・ 

 ・事業報告会がおとなしい印象を受けるので、もっとお祭り、イベント的な要素があるといい

のでは。特に、学生枠ができるのであれば、司会進行も含めて、変化をつけることができるの

では。 

・オンラインもイベントも、というよりも体力的な問題もあるのでどちらかに注力して取り組

んで欲しいし、イベントを充実してほしい 

・助成枠は子どもが対象ということであれば、見る層も拡大されると思うので、見せ方も大事 

 

 

 



 

                                     

議事 助成申請における同一団体等の取り扱いについて 

（令和３年度第１回委員会より引継ぎ事項） 

 

１、申請の取り扱いについて（事務局案） 

 （１）同一団体からの助成申請について 

同一団体が申請できる助成事業は、「スタートアップ・ステップアップ助成事業のうち、どちらか 1

事業」とする。（令和元年第 2 回委員会で承認のとおり） 

 

（２）10 周年特別助成の取り扱いについて 

令和４年度における１０周年特別助成（仮称）学生・こども枠助成については、同一申請者からの

申請は、（仮称）学生・こども枠助成のうちいずれか 1 事業とし、令和 4 年度熊本市市民公益活動支

援基金スタートアップ・ステップアップ助成に申請をしている団体であっても、申請を行うことがで

きることとする。 

ただし、既に令和 4 年度当基金の助成交付決定を受けているまたは熊本市の他の助成金の交付決定

を受けている事業については、申請はできない。 

 

２、同一代表者による申請の制限について（事務局案） 

令和３年度第１回委員会のご意見を踏まえて、「異なる団体であって、同一代表者であるもの」

からの申請について、取り扱いを検討した結果、次の理由により制限を設けないこととする。 

【理由】 

・団体が異なり、事業が異なるのであれば、目的・効果が異なり、その事業の内容について各委員の

審査を経て助成事業が採択されるため、市民公益活動の推進という目的を達成する上で問題点が考

えにくい。 

・積極的な活動者は、その幅広い知識、人柄から、代表者を望まれることが現実的にあり得る。 

・純粋に申請をする団体の活動にブレーキをかけることにつながる可能性がある。  

 

令和3年度第２回基金運営委員会 
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10 周年特別助成 令和４年度（２０２２年度） 

熊本市市民公益活動支援基金 助成事業のご案内 
 

冠基金：公益社団法人熊本法人会ファンド 

 

 

 

       

 

 

 

１ 助成事業の種類 

◆スタートアップ助成 
  資金面

 

◆ステップアップ助成  
  

 ※ 設立後 3 年以内の団体も、ステップアップ助成に申し込むことができます。 
※ 同一団体において、申請できる助成事業は、上記いずれかの１事業までとします。 
  （設立後 3 年以内の団体であっても、ステップアップ助成への申請ができますが、スタートア

ップ助成と併用しての申請はできません。） 

くまもと・わくわく基金は 10 周年を迎えます。 

市民活動のちからで 

もっと“わくわく”する熊本市になるよう、 

10 周年特別助成 を設けました。 

たくさんの助成申請をお待ちしています。 

令和３年 9 月発行 

令和３年度（2021 年度） 
第 2 回運営委員会 
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助成率 UP 
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１ 助成趣旨 

 

〔冠基金設置のお知らせ〕 

◆通常の助成決定事業

 

◆冠寄附者が選んだ助成決定事業

〔例〕冠寄附者から選ばれた場合 

 
 

２ 助成対象事業 
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４ 助成対象経費 

   新型コロナウイルス感染拡大防止のため、事業実施時の状況により、事業の制限等をお願
いする場合があります。 

！ 
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■助成対象経費の考え方 

(１) 団体運営経費の考え方 

◆プリンターインク代（インクカートリッジ、インクトナーなど）の適用範囲 

(２) 飲食費の考え方 

   助成事業は、事業の適正性や合理性を判断するため、助成対象経費を含めて審査されます。 
   助成申請時に計上されていない経費は、助成対象経費となりません。 ！ 
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◆飲食費の適用範囲（例） 

(３) 委託費の考え方 

(４) 支払方法の考え方 

◆金券（図書カード、商品券など）の適用範囲 ※人件費、報償費に限る 

(５) 人件費・報償費の考え方 
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(６) オンライン事業経費の例 

  「オンライン講座」や「オンライン相談会」など、「オンライン」で事業を行う場合に発生す

る費用の代表的な例について、記載します。 

 

 

  
   オンラインに係る事業を検討される場合、必ず事前にあいぽーとまでご相談ください。 
 

！ ！ 
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５ 冠寄附者のご紹介 

公益社団法人 熊本法人会 様 

『公益社団法人 熊本法人会ファンド』 

〔企業概要〕 

〔社会貢献〕 

〔冠基金のご紹介〕 
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６ 助成申請に関するお知らせ 

 (１) 助成申請 

令和３年（２０２１年）11 月 12 日（金）から令和３年（2021 年）12 月 11 日（土）まで 

■申請書類の配布 

(２) 説明会・相談会 

〇説明会 

〇相談会 

【お問い合わせ先】 

 

ホームページは
こちら 



く ま も と ・ わ く わ く 基 金 は
1 0 周 年 を 迎 え ま す
市 民 活 動 の ち か ら で

も っ と “ わ く わ く ” す る 熊 本 市 に な る よ う
1 0 周 年 特 別 助 成 を 設 け ま し た

た く さ ん の 助 成 申 請 を お 待 ち し て い ま す
資金面に不安がある、助成申請も初めてなど、

設立後間もない団体の事業を支援します

●対象
設立３年未満の団体※が
実施する公益的な活動
※2019年4月2日以降に設立
したNPO・ボランティア団体等

●助成
最大１０万円

●上限(助成率)
対象経費の１０割

●申請
１団体につき１年度のみ

継続的な市民公益活動に取り組む

団体の事業を支援します

●対象
NPO・ボランティア団体
等が行う様々な分野での
公益的な活動

●助成
最大２５万円

●上限(助成率)
対象経費の１０割

●申請
１団体につき
連続して３年度まで

助成率
UP ！

熊 本 市 市 民 公 益
活 動 支 援 基 金

くまもと・わくわく基金は、市民のみなさまから

いただいた寄附をもとに市民公益活動へ助成を

行っています。 さらに、令和４年度助成事業は、

公益社団法人熊本法人会 様 からいただいた

寄附によって、くまもと・わくわく基金内に

冠基金を設置しました。

詳しくは「助成事業のご案内」をご確認ください

くまもと・わくわく基金

令和3年度(2021年度）第2回基金運営委員会資料４



団 体
登 録

助 成
申 請

審 査
・書類審査
・プレゼン

テーション

助 成
事 業

報 告 会

助 成
決 定

事 業 実 施
●広報支援
あいぽーとの広報誌やホーム
ページに掲載します。また、
場合に応じて熊本市公式
ＳＮＳでの広報も行います。
●連携支援
熊本市の関連部署や他の活動
団体などとの交流やマッチン
グを行います。

随時

11月中旬
～12月中旬 2月中旬 4月1日 8月中旬

令和3年度
(2021年度)

令和4年度 (2022年度) 令和5年度
(2023年度)

助成申請に関する説明会・相談会を開催します

●説明会【要 申込】
日時：令和３年１０月２２日(金) 午後３時～

令和３年１０月２８日(木) 午後６時３０分～

場所：熊本市市民活動支援センター・あいぽーと イベントコーナー

●相談会【申込不要】

日時：令和３年１０月２９日(金)～１１月１１日(木) の期間中

場所：熊本市市民活動支援センター・あいぽーと 窓口カウンター

お申込みの際は、
希望する日時とあわせ

・団体名
・連絡担当者
・電話番号
をお伝えください

上記の期間中に限らず、
お気軽にご相談・お問い合せください。

特にオンラインを利用した事業をご検討の方は、
お早めにご相談ください。

※そのほか、10周年記念のイベント等に協力をお願いする場合があります。

熊 本 市 市 民 活 動 支 援 セ ン タ ー ・ あ い ぽ ー と
熊 本 市 中 央 区 大 江 5 - 1 - 1

ウ ェ ル パ ル く ま も と 1 階

T E L （ 0 9 6 ） 3 6 6 - 0 1 6 8
F A X （ 0 9 6 ） 3 6 6 - 8 8 3 0

E - m a i l
a i p o r t _ k u m a m o t o _ c i t y @ j o y . o c n . n e . j p  

問い合わせ・申し込み先
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【参考】令和 2 年度（2020 年）第 1 回運営委員会決定事項 

１、オンラインシステム費用の考え方について（決定事項） 

令和 2 年度第 1 回運営委員会に置いて、活動団体から「オンラインシステム」を活用した活動への

要望が上がったため、オンラインシステムの活用に伴う費用について、整理を行ったもの。 

名称 決定事項 計上が可能/不可能な理由 

ネットワーク通信費 計上不可 家庭や団体の維持運営に伴う経常

経費と区分ができないため。 

WEB 会議システムアプリ

利用料金 

（例：ZOOM：有料版は３

人以上の会議の時間が無

制限（４０分→２４時間）

になる。（ZOOM は、オン

ラインセミナーなどに向

くアプリ。2000 円/月） 

事業に必要な WEB アプリ）は使

用料・賃借料として計上可。（ただ

し、打合せのみを目的とするのは

不可）計上する場合、利用するア

プリ、利用方法、使用料の明示は

必須。 

今後のオンラインシステムを利用

する事業にアプリの利用は不可欠

となると思われるため。アプリの

使用料は、月ごとに計算されるも

のが多いため、事業を行う月単位

で計上を認める。（料金の日割りは

行わない）。 

オンラインシステムを利

用した事業のために導入

するクレジット払いの振

込手数料 

（例：オンラインセミナー

の受講料をクレジット払

いで受け付ける。） 

明細などから参加人数・会費・手

数料の率（クレジットカード会社

によって異なる）が確認できる場

合は役務費として計上可。 

クレジット払いの手数料を利用者

（支払う側）に負担させることは

禁止されているため、支払われる

側が負担することになる。この手

数料については、事業のための費

用と明確にわかる場合について

は、経費として計上が可能とする。 

Web カメラ、マイク、ヘッ

ドレスト等周辺機器（購

入・レンタル） 

事務・消耗品費（レンタルの場合、

使用料・賃借料）として計上可。た

だし、事業に必要な分のみ。 

事業に必要な内容かを審査の時に

勘案するため、申請時に計上は可。

交付決定後の数量の変更は不可。 

パソコン・タブレット等

（購入・レンタル） 

事務・消耗品費（レンタルの場合、

使用料・賃借料）として計上可。た

だし、事業に必要な分のみ。 

事業に必要な内容かを審査の時に

勘案するため、申請時に計上は可。

交付決定後の数量の変更は不可。 
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２、 現在の費用区分（要綱より抜粋） 

費 目 説 明 

人件費 
被補助団体が被用者に対して支出した給料、諸手当、共済費 

及び賃金 

報償費 
講演会等に要した講師謝礼金、助成事業に携わった者に対す 

る謝金等（団体所属員に対するものを除く。） 

旅費 講師招へい旅費、出張旅費、宿泊費、ガソリン代等 

役務費 通信費（切手代等）、運搬費、広告料、手数料、保険料等 

使用料・賃借料 
会場使用料（付帯設備使用料を含む。） 

会場設営費、車両等の賃借料等 

事務・消耗品費 
事業に係る物件費、材料費 

印刷費（チラシ・ポスター等の印刷費）等 

委託費 事業実施に必要なもの（ＨＰ作成等） 

 

備考 以下の経費は、助成対象経費としない。 

○ 次のような団体の維持運営に伴う経常経費等 

・事務所や活動拠点の家賃、光熱水費 

・組織で恒常的に発生している人件費 

・日常的な事務作業や団体内部で使用する備品等の物件費 

○ 助成金の交付決定前に支出した経費 

○ その他市⾧が適当でないと認める経費 

 


